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江
戸
時
代
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容

一

一　

は
じ
め
に

﹁
聊
斎
癖
︵
マ
ニ
ア
︶﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。﹃
聊
斎
志
異
﹄
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
魅
せ
ら
れ
た
人
々
を
い
う
。
こ
の
こ
と
ば
の
源
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
註

を
施
し
た
呂
叔
清
の
遊
印
に
あ
る
ら
し
い 

1
。
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
た
、
柴
田
天
馬
と
い
う
新
聞
記
者
も
、
日
露
戦
争
の
時
、
朝
鮮
新
聞
の
特
派
員
と
し
て
遼

寧
省
安
東
へ
行
き
、
暇
つ
ぶ
し
に
﹃
聊
斎
志
異
﹄
を
読
ん
で
か
ら
そ
の
癖
に
陥
り
、
大
正
八
年
に
﹃
和
訳
聊
斎
志
異
﹄
を
出
版
、
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
か
ら

二
十
七
年
に
か
け
て
本
邦
初
と
な
る
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
全
訳
出
版
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た 

2
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
、
明
治
二
十
年
に
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
の

抄
訳
本
で
あ
る
神
田
民
衛
﹃
艶
情
異
史
・
聊
斎
志
異
抄
録
﹄︵
明
進
堂
︶
が
あ
り
、
石
川
鴻
斎
﹃
夜
窓
鬼
談
﹄︵
明
治
二
十
一
年
︶
に
も
そ
の
影
響
が
窺
え
る

こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る 

3
。
ま
た
、
大
正
以
後
は
、
何
人
も
の
作
家
が
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
作
品
を
翻
案
し
た
。
芥
川
龍
之
介
の
﹁
酒
虫
﹂︵
大
正
５
年
︶
や
、

太
宰
治
の
﹁
清
貧
譚
﹂、︵
昭
和
十
六
年
︶﹁
竹
青
﹂︵
昭
和
二
十
年
︶
な
ど
は
良
く
知
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
日
本
に
﹃
聊
斎
志
異
﹄
が
入
っ
て
来
た
の
は
江
戸
の
後
期
で
あ
る
。﹃
商
舶
載
来
書
目
﹄
に
は
明
和
五
年
︵
一
七
六
八
︶
に
一
部
舶
載
さ
れ
て

1　

柴
田
天
馬
訳
﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
一
巻
序
言
︵
角
川
文
庫　

昭
和
四
十
六
年
第
五
版
︶
三
頁
。

2　

相
田
洋
﹃
シ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
﹄︵
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
︶
三
一
四
頁
。

3　

陳
炳
崑
﹁﹃
夜
窗
鬼
談
﹄
と
﹃
聊
齋
誌
異
﹄
に
み
る
幽
霊
と
冥
界
﹂﹃
南
台
人
文
社
會
學
報
第
二
期
﹄︵
二
〇
〇
九
︶
な
ど
に
見
え
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容

―
『
蛠
洲
餘
珠
』
を
例
に
―
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

二

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る 

4
。
今
日
残
る
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
最
も
古
い
版
本
は
、
趙
起
杲
﹃
青
柯
亭
刻
本
聊
斎
志
異
﹄
で
、
乾
隆
三
十
一
年
︵
一
七
六
六
︶

に
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
し
て
何
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
具
体
的
な
受
容

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
、
徳
田
武
氏
に
よ
っ
て
、
都
賀
庭
鐘
が
天
明
六
︵
一
七
八
六
年
︶
に
﹃
聊
斎

志
異
﹄﹁
恒
娘
﹂
を
翻
案
し
た
こ
と 

5
、
森
島
中
良
の
﹁
凩
草
紙
﹂︵
寛
政
四
年
刊
︶
九
話
仕
立
て
の
う
ち
七
話
が
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
翻
案
で
あ
る
こ
と 

6
な
ど

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。

筆
者
は
、
文
政
年
間
に
富
山
の
漢
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
漢
文
小
説
﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
を
読
む
中
で
、
そ
の
作
者
に
も
﹁
聊
斎
癖
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
を
通
し
て
日
本
に
お
け
る
﹁
聊
斎
癖
﹂
の
早
い
例
を
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

二　
「
聊
斎
癖
」
を
も
つ
漢
学
者
（『
囨
譚
』
及
び
『
蛠
洲
餘
珠
』
の
作
者
）
と
の
出
会
い

﹁
聊
斎
癖
﹂
を
も
っ
た
そ
の
人
物
の
名
は
寺
崎
蛠
洲
︵
一
七
六
一
～
一
八
二
二
︶
と
い
う
。
筆
者
は
、
以
前
、
蛠
洲
の
漢
文
笑
話
﹃
囨
譚
﹄
を
読
み
、
そ
の

解
説
書
を
﹃
江
戸
の
笑
い
﹄︵
二
〇
一
二
年
、
桂
書
房
︶
と
題
し
て
出
版
し
た
。
そ
の
中
の
一
話
に
、
か
つ
て
の
酒
飲
み
友
達
と
久
し
ぶ
り
出
会
っ
て
久
闊
を

叙
す
場
面
が
あ
っ
た
が
、そ
の
箇
所
は
﹁
各
道
契
闊
﹂
と
い
う
四
字
で
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、た
ま
た
ま
目
を
通
し
た
﹃
聊
斎
志
異
﹄ 7
第
四
巻
﹁
酒
狂
﹂
に
、

酒
癖
の
悪
い
男
が
死
後
に
あ
の
世
で
翁
と
い
う
姓
の
旧
友
と
会
っ
て
挨
拶
す
る
場
面
が
、や
は
り
﹁
各
道
契
闊
﹂
と
い
う
四
字
で
記
さ
れ
て
い
た
。﹁
酒
﹂
と
﹁
各

4　

大
庭
脩
﹃
江
戸
時
代
に
お
け
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
﹄︵
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
︶。
な
お
、
注
４
に
示
す
に
示
す
徳
田
武
氏
の
論
文

に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

5　

徳
田
武
﹁
庭
鐘
と
﹃
聊
斎
志
異
﹄
︱
﹃
莠
句
册
﹄
第
三
篇
覚
書
︱
﹂︵﹃
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
﹄
第
二
十
二
号
、
一
九
八
二
︶、
後
、﹃
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
﹄︵
平
成

四
年
、
青
裳
堂
︶
に
再
録
さ
れ
る
。

6　

徳
田
武
﹁﹃
凩
草
紙
﹄
と
﹃
聊
斎
志
異
﹄﹂︵﹃
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
﹄
第
十
八
号
、一
九
八
〇
︶、後
、﹃
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
﹄︵
平
成
四
年
、青
裳
堂
︶
に
再
録
さ
れ
る
。

7　
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
版
本
は
多
種
あ
り
、ま
た
、蛠
洲
が
目
に
し
た
と
思
わ
れ
る
趙
起
杲
﹁
青
本
刻
聊
齋
誌
異
例
言
﹂
を
付
す
版
本
も
異
本
が
あ
る
た
め
、小
論
で
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄

の
巻
数
は
、
趙
起
杲
﹃
青
柯
亭
本
聊
斎
志
異
﹄
を
も
対
校
本
と
し
て
い
る
会
校
会
注
会
評
本
﹃
聊
斎
志
異
﹄︵
張
友
鶴
輯
校 

上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
六
二
︶
に
随
う
。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容

三

道
契
闊
﹂
と
い
う
二
つ
の
共
通
項
に
そ
の
時
は
さ
ほ
ど
の
関
心
も
抱
か
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
、﹃
高
岡
詩
話
﹄︵
津
島
北
渓
著
、
一
八
六
一
年
頃
成
立
︶ 8
所

収
の
蛠
洲
作
﹁
竹
枝
詞
﹂
に
、
蛠
洲
と
﹃
聊
斎
志
異
﹄
と
の
関
わ
り
を
再
び
窺
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
次
の
詞
で
あ
る
。

　

苜
蓿
花
飛
春
已
稀　
　
　
　

苜
蓿
の
花
散
り　

春
も
も
う
終
わ
り
。

　

秋
千
格
五
惜
斜
暉　
　
　
　

ブ
ラ
ン
コ
、
五
目
並
べ
、
興
も
尽
き
ぬ
に
も
う
日
暮
れ
。

　

雛
姫
亦
識
阿
嬢
意　
　
　
　

半
玉　

女
将
の
意
を
汲
み
て
、

　

両
手
叉
扉
不
許
歸　
　
　
　

両
手
も
て
扉
を
叉ふ
さ

い
で
客
を
帰
さ
ぬ
。

﹁
両
手
叉
扉
﹂
と
い
う
こ
と
ば
は
、
半
玉
が
腕
で
×
の
字
を
作
っ
て
客
を
留
め
る
仕
草
を
い
い
、
僅
か
に
﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
十
巻
﹁
珊
瑚
﹂
に
見
え
る
。
原

文
の
特
徴
を
で
き
る
限
り
生
か
し
て
日
本
語
訳
を
試
み
、
見
事
な
翻
訳
を
行
っ
た
前
掲
の
柴
田
天
馬
は
、
そ
の
四
字
を
﹁
両
手
を
叉ひ
ろ

げ
て
扉
の
所
に
立
ち
ふ
さ

が
っ
た
。﹂ 9
と
訳
し
て
い
る
。

当
時
、
遊
郭
は
文
人
の
社
交
の
場
で
も
あ
り
、
漢
文
を
も
の
す
る
文
人
間
に
遊
郭
の
風
俗
を
漢
詩
仕
立
て
で
歌
う
﹁
竹
枝
詞
﹂
が
流
行
し
て
い
た
。
富
山
藩

校
教
授
で
も
あ
っ
た
市
河
寛
斎
︵
一
七
四
九
︱
一
八
二
〇
︶
の
﹃
北
里
歌
﹄
は
そ
の
先
駆
け
と
し
て
極
め
て
有
名
で
あ
る
。
蛠
洲
も
そ
の
流
行
の
中
で
幾
つ
か

の
﹁
竹
枝
詞
﹂
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
首
は
そ
の
一
つ
で
、
客
を
帰
し
た
く
な
い
女
将
の
意
向
を
汲
ん
だ
半
玉
の
け
な
げ
な
様
子
を
﹁
両
手
叉
扉
﹂
と
い

う
﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
見
え
る
一
語
に
よ
っ
て
表
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
そ
の
著
﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
を
紐
解
く
中
で
、
蛠
洲
の
﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
対
す
る
強
い
愛
好
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
は
、
文
政
二
年
に
編
ま
れ
た
短
編
小
説
集
で
、
長
崎
浩
斎
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
序
文
に
依
れ
ば
、
蛠
洲
は
誤
り
の
な
い
正
し
い
漢
文
を
世
に

出
し
た
い
と
の
念︵﹁
先
生
曰
我
亦
欲
二
梓
行
一
。
雖
レ
然
、其
意
異
二
子
所
一レ
言
。
抑
近
人
所
レ
撰
諸
書
、不
堪
二
訛
字
錯
文
之
多
一
。
此
皆
為
二
倒
飛
讀
一
所
レ
誤
故
耳
。

蘐
園
諸
老
、
論
レ
之
喋
喋
。
伊
藤
皆
川
二
塾
、
常
習
二
射
復
文
一
。
輒
我
弄
レ
筆
、
亦
唯
恐
有
二
舛
錯
一
。
何
遊
目
駭
耳
之
為
焉
。
譬
如
二
堂
郎
掣
一レ
蜩
、
不
レ
知
二

8　
﹃
高
岡
詩
話
﹄︵
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
、
二
〇
〇
五
年
︶
の
各
頁
上
部
所
載
の
原
本
に
基
づ
く
が
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
訳
文
は
採
用
し
な
い
。

9　
﹃
聊
斎
志
異
﹄
全
四
冊
第
二
冊
︵
角
川
文
庫
、
昭
和
四
十
四
年
︶
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

四

傍
在
一レ
雀
。
即
如
二
吾
誤
一
、
問
二
後
之
為
レ
雀
者
一
乎
。
遂
授
二
剞
劂
一
。﹂︶
か
ら
記
し
た
と
い
う
。
全
四
十
二
話
か
ら
成
る
﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
の
解
説
と
翻
訳
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
桂
書
房
か
ら
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
小
論
で
は
各
話
の
内
容
を
示
す
た
め
、
原
文
の
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
筆
者
に
よ
る
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
以
下
に
掲
げ
る
。

蛠
洲
餘
珠
卷
上
目
錄

第
一
話　

六
治
古
︱
始
祖
伝
説
・
孝
行
息
子
に
サ
ケ
が
恩
返
し
︱

第
二
話　

列
婦
︱
死
を
恐
れ
ず
操
を
守
り
抜
い
た
女
の
は
な
し
︱

第
三
話　

繒
賈
︱
京
商
人
、
天
明
の
大
火
に
地
獄
を
見
る
︱

第
四
話　

某
公
子
︱
遊
郭
遊
び
の
悪
ふ
ざ
け
︱

第
五
話　

百
盲
顛
踣
︱
け
ち
な
医
者
、
祝
儀
を
惜
し
ん
で
盲
人
を
な
ぶ
る
︱

第
六
話　

宇
賀
京
輔
︱
生
き
別
れ
た
夫
婦
、
討
ち
入
り
の
日
に
再
会
を
果
た
す
︱

第
七
話　

狐
二
則
︱
狐
の
話
二
つ
︱

　
　
︵
一
︶
狐
の
免
を
横
取
り
し
、
仕
返
し
に
人
の
子
の
死
骸
を
食
わ
さ
れ
た
下
男
の
は
な
し

　
　
︵
二
︶
狐
を
か
ら
か
い
、
仕
返
し
に
蛇
の
卵
を
食
わ
さ
れ
た
山
伏
の
は
な
し

第
八
話　

浴
戶
某
女
︱
図
太
い
風
呂
屋
の
娘
、
間
男
し
て
も
何
喰
わ
ぬ
さ
ま
︱

第
九
話　

婉
童
︱
貴
人
の
粋
な
計
ら
い
で
、
妾
と
童
が
晴
れ
て
夫
婦
に
︱

第
十
話　

鱔
︱
他
人
の
褌
で
相
撲
を
取
っ
て
、
う
な
ぎ
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
は
な
し
︱

第
十
一
話　

毛
佛
翁
︱
毛
坊
主
に
お
ち
ょ
く
ら
れ
そ
の
気
に
な
る
下
女
の
は
な
し
︱

第
十
二
話　

画
眉
鳥
︱
江
戸
の
貴
公
子
、
画
眉
鳥
に
導
か
れ
謎
の
美
女
と
の
再
会
を
果
た
す
︱

第
十
三
話　

某
貴
紳
︱
風
流
な
貴
人
、
洒
落
た
趣
向
で
客
の
胆
を
冷
や
す
︱

第
十
四
話　

禿
醫
︱
居
留
守
を
隠
そ
う
と
考
え
た
苦
心
の
策
も
風
呂
桶
こ
ろ
ん
で
水
泡
に
帰
す
︱
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第
十
五
話　

茜
姬
︱
美
し
い
姉
の
髑
髏
を
取
り
戻
す
︱

第
十
六
話　

蜃
樓
︱
悪
人
の
横
恋
慕
で
引
き
裂
か
れ
た
夫
婦
、
竜
宮
王
の
恩
返
し
で
救
わ
れ
る
︱

第
十
七
話　

紅
唧
唧
︱
そ
の
鳥
の
脳
血
で
描
か
れ
た
も
の
は
画
か
ら
飛
び
出
し
て
動
く
と
言
う
︱

蛠
洲
餘
珠
卷
下
目
錄

第
一
話　

蒲
留
仙
︱
友
・
服
部
叔
信
と
﹃
聊
齋
志
異
﹄
を
語
る
︱

第
二
話　

義
經
公
︱
奥
州
へ
向
か
う
義
経
一
行
の
狐
退
治
︱

第
三
話　

胡
僧
︱
﹁
バ
テ
レ
ン
﹂
の
こ
と
︱

第
四
話　

豪
飲
︱
焼
酎
を
飲
み
、
吐
く
息
に
火
が
つ
い
て
死
ん
だ
大
酒
飲
み
︱    

第
五
話　

地
震
︱
大
地
震
で
地
中
に
埋
め
ら
れ
、
十
二
年
後
、
大
地
震
で
地
上
に
出
て
き
た
男
の
は
な
し
︱

第
六
話　

池
貸
成
︱
鷹
揚
で
洒
脱
な
文
人
画
家
︱

第
七
話　

眩
術
二
則
︱
目
く
ら
ま
し
の
術
二
つ
︱

第
八
話　

啞
蟬
︱
目
の
錯
覚
︱

第
九
話　

木
判
官
︱
高
祖
民
部
公
の
伝
説
︱

第
十
話　

嵯
峨
隠
士
︱
鳴
か
ぬ
な
ら
敲
い
て
鳴
か
そ
う
︱　

第
十
一
話　

兒
入
鐘
腹
︱
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
二
人
︱　
　
　

第
十
二
話　

鍵
襘
︱
自
画
像
を
奉
納
し
て
貞
操
を
誓
う
ー　
　

第
十
三
話　

惡
鱄
︱
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
︱　

第
十
四
話　

鸛
塔
︱
天
の
使
い
﹁
コ
ウ
ノ
ト
リ
﹂
︱

第
十
五
話　

漆
工
︱
親
鸞
を
信
じ
乞
食
を
助
け
た
漆
塗
り
職
人
、
富
豪
に
な
る
こ
と
ー

第
十
六
話　

赤
剝
村
僧
︱
力
持
ち
の
僧
侶
︱
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第
十
七
話　

䰧
僧
︱
大
泥
棒
の
稲
葉
小
僧
︱

第
十
八
話　

白
線
︱
す
ご
い
女
︱

第
十
九
話　

鶯
鬼
︱
ウ
グ
イ
ス
の
霊
︱　
　

第
二
十
話　

五
萬
度
山
︱
瑪
瑙
の
産
出
地
︱　

第
二
十
一
話　

金
光
燭
天
︱
天
に
光
る
謎
の
炎
︱　
　

第
二
十
二
話　

剪
扭
︱
近
づ
く
女
に
ス
リ
と
は
知
ら
ず
︱

第
二
十
三
話　

鵰
︱
獰
猛
な
タ
カ
︱　

第
二
十
四
話　

復
讎
︱
仇
を
討
た
な
い
理
由
︱

第
二
十
五
話　

仙
童
︱
ロ
ー
ド
ス
島
の
巨
人
を
見
た
少
年
︱

跋　

蛠
洲
の
詩
才
︱
忠
臣
蔵
を
詠
む
ー

な
お
、
作
者
・
寺
崎
蛠
洲
に
つ
い
て
の
詳
細
な
紹
介
は
、
前
掲
﹃
江
戸
の
笑
い
﹄
の
記
載
に
譲
り
、
以
下
に
﹃
高
岡
詩
話
﹄
を
引
用
す
る
に
止
め
る
。

﹁
寺
崎
蛠
洲
翁
は
、
村
瀨
栲
亭
に
学
び
、
ま
た
、
皆
川
淇
園
に
学
ぶ
。
寬
政
年
間
か
ら
文
政
初
季
に
か
け
て
、
詩
壇
の
中
心
人
物
と
し
て
仰
が
れ
た
。
稗
史

小
說
10   

を
最
も
好
ん
だ
。
蛠
洲
に
は
﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
上
下
二
巻
、﹃
囨
譚
﹄
一
巻
及
び
﹃
狐
茶
袋
﹄
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。︵
寺
崎
蛠
洲
翁
、

学
村
瀨
栲
亭
、
又
学
皆
川
淇
園
。
自
寬
政
年
間
、
至
文
政
初
季
、
仰
為
詩
壇
主
盟
。
尤
好
稗
史
小
說
、
有
﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
二
卷
、﹃
囨
譚
﹄
一
卷
、
及
﹃
狐
茶
袋
﹄

等
著
、
刊
行
于
世
。︶﹂

こ
こ
か
ら
、
蛠
洲
は
、
当
時
の
高
岡
の
地
で
文
壇
を
リ
ー
ド
す
る
﹁
主
盟
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
高
岡
は
、
地
方
の
小
さ
な
都
市
と
は
い
え
、
江
戸

の
後
期
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
の
菩
提
寺
瑞
龍
寺
が
置
か
れ
た
地
と
し
て
、
学
問
は
盛
ん
で
、
中
央
の
文
人
の
来
訪
が
あ
り
、
中
央
で
医
学
を
修
め

る
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
た
。

10　

稗
史
小
說
と
は
、
稗
官
小
說
と
も
い
い
、
説
話
や
物
語
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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七

三　
『
蛠
洲
餘
珠
』「
蒲
留
仙
」
に
見
る
そ
の
「
聊
斎
癖
」

﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
四
十
二
話
の
う
ち
、
作
者
の
﹁
聊
斎
癖
﹂
を
最
も
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、﹁
蒲
留
仙
﹂
と
題
す
る
一
話
で
あ
る
。
以
下
に
原
文

及
び
訳
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
留
仙
と
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
作
者
で
あ
る
蒲
松
齢
の
字
で
あ
り
、
松
齢
は
そ
の
諱
で
、
号
を
柳
泉
と
い
う
。

原
文
余
友
服
輗
、
字
叔
信
、
號
二
楓
翥
一
。
南
郭
先
生
後
也
。
穎
異
絕
倫
、
弱
冠
時
能
講
二
靈
臺
儀
象
志
一
、
聽
者
稱
讚
。
亦
喜
讀
二
聊
齋
志
異
一
、
嘗
題
レ
之
曰
、

近
時
珍
編
奇
冊
、
林
林
頗
夥
、
而
是
一
書
最
行
二
于
世
一
。
趙
起
杲
11   

曰
、
初
稿
名
二
鬼
狐
傳
一
。
後
留
仙
入
二
棘
闈
一
、
狐
鬼
群
集
、
揮
レ
之
不
レ
去
。
以
レ
意
揣
レ
之
、

蓋
恥
二
禹
鼎
之
曲
傳
一
、懼
二
軒
轅
之
畢
照
一
也
。
歸
乃
增
二
益
他
條
一
、名
レ
之
曰
二
志
異
一
。
其
非
二
異
常
之
筆
一
、豈
能
若
レ
此
也
哉
。
抑
棘
闈
招
レ
神
、回
煞
躱
レ
殃
、

都
如
二
術
士
追
魂
法
一
。
其
事
甚
奇
。
又
青
鳳
傳
、
留
仙
得
意
之
作
也
。
同
社
畢
怡
12   

庵
讀
レ
之
、
深
慕
二
其
姣
麗
一
。
後
竟
得
下
與
二
狐
女
一
綢
繆
上
。
而
狐
亦
羨
二

青
鳳
一
、
陰
囑
二
怡
菴
一
請
二
留
仙
一
作
二
己
小
傳
一
。
要
レ
之
皆
醉
二
其
文
一
者
也
。
余
友
木
蛠
洲
曰
、
如
二
嫦
娥
鳳
仙
諸
傳
一
、
亦
極
二
翦
裁
之
妙
一
。
每
讀
二
此
等
編
一
、

未
三
必
世
態
風
月
不
二
聳
然
感
傷
一
也
。
輒
欲
三
語
レ
人
以
侑
二
茗
酒
一
。
然
纔
掩
レ
卷
、
茫
乎
若
下
海
市
蜃
樓
不
上
レ
可
二
復
認
一
也
。
余
曰
、
是
子
亦
醉
二
文
章
一
故
耳
。

如
二
其
事
一
何
足
二
便
舉
以
語
一レ
人
、
相
為
一
笑
而
已
。
噫
、
讀
二
柳
泉
書
一
者
、
勿
下
以
二
怡
菴
一
笑
上
二
怡
菴
一
。

書
畢
就
レ
寢
、
忽
有
二
二
胥
一
、
拽
以
抵
二
一
衙
署
一
。
中
有
二
儒
冠
一
公
一
坐
。
呼
二
叔
信
一
至
レ
前
謂
曰
、
我
蒲
松
齡
也
。
以
三
汝
喜
二
文
辭
一
請
二
冥
司
一
、
令
レ

托
二
生
於
曹
太
史
家
一
。
汝
枕
二
藉
于
四
庫
全
書
中
一
、十
六
歳
當
レ
擢
二
翰
林
一
。
雖
レ
然
、
是
非
二
吾
素
志
一
、
亦
數
也
。
速
其
了
二
後
事
一
。
叔
信
順
受
、
不
二
敢

亦
違
一レ
之
。
公
仍
命
二
前
胥
一
送
還
。
愕
然
醒
。
果
遂
數
日
而
卒
。

予
家
貧
、
虧
二
叔
信
一
實
如
三
管
仲
於
二
鮑
叔
一
也
。
而
未
レ
能
レ
報
二
其
萬
分
一
。
叔
信
有
二
大
著
作
一
、
則
欲
三
以
助
二
挍
讎
一
。
未
レ
知
留
仙
招
レ
我
在
二
何
日
一
也
。

叔
信
年
劣
三
十
三
、
其
咏
二
落
葉
詩
一
曰
、
霜
飛
爛
漫
簇
二
紅
楓
一
、
川
錦
吳
綾
詩
景
中
。
一
夜
西
風
都
落
木
、
滿
山
秋
色
入
二
樵
籠
一
。
蓋
絶
筆
也
。

11　

原
文
は
﹁
果
﹂
と
作
る
が
、
本
来
は
﹁
杲
﹂
で
あ
る
た
め
、
以
下
﹁
杲
﹂
に
改
め
る
。

12　

原
文
は
﹁
恰
﹂
と
作
る
が
、
本
来
は
﹁
怡
﹂
で
あ
る
た
め
、
以
下
﹁
怡
﹂
に
改
め
る
。
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蓮
香
傳
、其
鬼
狐
合
葬
時
、不
レ
期
而
會
者
數
百
人
云
。
是
似
三
實
有
二
其
事
一
矣
。
唐
山
固
多
二
靈
狐
一
、但
見
レ
鬼
之
多
、何
也
。
蓋
亦
如
二
吾
邦
幽
靈
天
狗
談
一
、

文
人
假
レ
之
弄
二
筆
墨
一
耳
。

訳
文
私
の
友
人
の
服
輗
は
、
字
を
叔
信
と
い
い
、
号
を
楓ふ
う
し
ょ翥
と
い
う
。
服
部
南
郭
先
生
の
子
孫
で
あ
る
。
才
は
凡
人
に
抜
き
ん
で
、
二
十
歳
で
、﹃
靈
臺
儀
象
志
﹄

︵
天
文
の
学
︶
を
講
じ
、
聴
講
し
た
者
は
み
な
褒
め
称
え
た
。
ま
た
﹃
聊
齋
志
異
﹄
を
読
む
こ
と
を
好
み
、
次
の
よ
う
な
題
辞
を
書
い
た
。

　

近
頃
、珍
し
い
本
の
数
は
実
に
お
び
た
だ
し
い
ほ
ど
あ
る
が
、こ
の
本
が
一
番
読
ま
れ
て
い
る
。︵
編
集
者
の
︶趙
起
杲︵
青
柯
亭
刻
本﹃
聊
齋
誌
異
例
言
﹄︶

は
、﹃
初
稿
は
鬼
狐
傳
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
後
に
︵
作
者
の
︶
留
仙
が
科
挙
の
試
験
会
場
に
行
っ
た
も
の
の
、
狐
や
幽
霊
が
群
集
し
て
き
て
振
る
い
去

ろ
う
と
し
て
も
去
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
推
測
す
れ
ば
、︵
禹
の
時
代
に
鼎か
な
えに
遠
国
の
諸
物
を
描
い
て
知
ら
せ
た
よ
う
に
、
こ
の
狐
や
幽
霊
が
自
分

の
こ
と
を
︶
詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
恥
じ
、︵
軒
轅
鏡
の
よ
う
に
︶
こ
と
ご
と
く
彼
ら
を
照
ら
し
全
て
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、︵
留
仙
は
︶
帰
宅
し
て
他
の
話
も
書
き
足
し
て
志
異
と
名
付
け
た
。﹄
と
言
う
。
人
並
み
優
れ
た
文
才
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
書
け
よ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
科
挙
の
試
験
場
に
神
を
招
い
た
り
、
死
者
の
魂
を
呼
び
戻
し
て
祟
り
を
避
け
た
り
す
る
な
ど
と
い

う
の
は
、
ど
れ
も
法
術
士
が
魂
を
追
い
求
め
る
や
り
方
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
極
め
て
不
思
議
で
あ
る
。
又
、﹁
青
鳳
伝
﹂
は
留
仙
︵
蒲
松
齡
︶
の
自
慢
の

一
篇
で
あ
る
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
畢
怡
庵
︵﹃
聊
斎
志
異
﹄﹁
狐
夢
﹂
に
作
者
の
友
人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
︶
が
こ
の
小
説
を
読
み
、
青
鳳
の
美

し
さ
を
こ
よ
な
く
慕
っ
て
い
た
。
後
、︵
畢
怡
庵
は
︶
狐
女
と
親
密
に
な
っ
た
が
、
狐
も
青
鳳
を
羨
ん
で
、
こ
っ
そ
り
怡
菴
に
頼
み
、
留
仙
に
︵﹁
青
鳳
伝
﹂

の
よ
う
に
︶
自
分
の
伝
記
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
要
す
る
に
︵
先
に
述
べ
た
人
々
は
︶
皆
、
そ
の
文
に
酔
っ
た
人
々
で
あ
る
。
私
の
友

人
の
木ぼ
く
れ
い蛠
洲し
ゅ
うは
言
っ
た
、﹃
嫦
娥
、
鳳
仙
伝
の
よ
う
な
作
品
は
文
章
の
構
成
が
極
め
て
見
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
む
た
び
に
い
つ
も
、
人
情
色
恋
に
粛

然
と
感
傷
を
催
さ
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
い
つ
も
誰
か
に
話
し
な
が
ら
一
緒
に
お
茶
や
お
酒
を
飲
み
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
本
を
閉
じ
る
と
、
蜃

気
楼
が
一
た
び
消
え
る
と
も
う
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
朦
朧
と
な
っ
て
し
ま
う
。﹄
と
。
私
は
言
っ
た
、﹃
そ
れ
は
君
も
文
章
に
酔
っ
た
か
ら

だ
よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
他
人
に
話
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
、
君
と
僕
と
で
笑
う
だ
け
の
こ
と
だ
﹄
と
。
あ
あ
、
柳
泉
の
書
を
読
む
者
は
、
怡
菴
の
事
を
笑
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

︵
叔
信
が
題
辞
を
︶
書
き
終
え
て
眠
る
と
、
突
然
、
二
人
の
小
役
人
に
引
っ
張
ら
れ
て
あ
る
役
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
中
に
儒
冠
を
つ
け
た
ひ
と
り
の
役
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九

人
が
座
っ
て
い
て
、
叔
信
を
呼
ん
だ
。
そ
の
前
ま
で
進
み
出
る
と
、﹁
私
は
蒲
松
齡
だ
。
君
は
文
学
が
好
き
な
よ
う
だ
か
ら
、
閻
魔
さ
ま
に
、
曹
太
史
の
家
に

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
君
は
四
庫
全
書
の
中
に
寝
起
き
し
、十
六
歳
に
な
っ
た
ら
翰
林
︵
文
章
を
つ
か
さ
ど
る
役
所
︶
に
採
用
さ
れ
る
は
ず
だ
。

し
か
し
そ
れ
は
私
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
君
の
運
命
で
あ
る
。
後
事
を
速
や
か
に
終
え
よ
。﹂
と
言
っ
た
。
叔
信
は
そ
れ
に
大
人
し
く
従
っ
た
。
や

が
て
役
人
は
先
の
小
役
人
に
命
じ
て
送
り
返
さ
せ
た
。
そ
こ
で
ハ
ッ
と
目
が
覚
め
た
。
果
た
し
て
、
数
日
後
︵
叔
信
は
︶
亡
く
な
っ
た
。

私
の
家
は
貧
乏
で
あ
り
、
叔
信
に
借
り
が
あ
る
の
は
︵
貧
乏
な
︶
管
仲
が
︵
お
世
話
に
な
っ
た
︶
鮑
叔
に
借
り
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
私
は
ま

だ
万
分
の
一
の
恩
も
返
し
て
は
い
な
い
。
も
し
叔
信
に
大
作
が
あ
る
な
ら
ば
、
校
正
で
も
し
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
留
仙
が
私
を
呼
ぶ
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ

う
。
叔
信
は
僅
か
に
三
十
三
才
で
あ
っ
た
。﹁
落
葉
詩
﹂
に
次
の
よ
う
に
詠
う
。﹁
霜
が
一
面
に
降
り
紅
楓
が
群
が
っ
て
い
る
、
四
川
錦
に
呉
地
の
綾
が
詩
の
よ

う
な
景
色
の
中
に
あ
る
、
し
か
し
一
夜
の
西
風
に
す
べ
て
の
葉
は
落
ち
、
山
の
秋
色
は
こ
の
樵
籠
の
中
に
入
っ
た
。﹂
と
。
お
そ
ら
く
絶
筆
で
あ
ろ
う
。

﹁
蓮
香
伝
﹂︵﹃
聊
斎
志
異
﹄の
一
編
︶に
幽
霊
と
狐
を
合
葬
す
る
と
き
、期
せ
ず
し
て
集
ま
っ
た
者
が
数
百
人
い
た
と
い
う
。
本
当
に
そ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
え
る
。
中
国
に
は
も
と
よ
り
霊
狐
は
多
い
が
、
幽
霊
を
見
る
の
が
多
い
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
我
が
国
の
幽
霊
譚
や
天
狗

の
話
の
よ
う
に
、
文
人
が
そ
れ
に
こ
と
よ
せ
て
筆
を
遊
ば
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
﹁
蒲
留
仙
﹂
一
話
は
、
叔
信
の
異
才
ぶ
り
を
記
し
て
追
悼
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
服
部
叔
信
は
、
本
話
に
あ
る
よ
う
に
服
部

南
郭
の
末
裔
で
、
氷
見
布
施
︵
円
山
︶
の
布
施
神
社
境
内
に
あ
る
﹁
万
葉
歌
碑
﹂
を
建
て
た
人
物
。
名
は
輗
、
号
は
楓
翥
、
淳
卿
、
槇
屋
か
ら
天
野
屋
へ
養
子

に
行
き
、
詩･

画･

篆
刻
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
、﹃
高
岡
詩
話
﹄
は
伝
え
る
13   

。

13　

 ﹃
高
岡
詩
話
﹄
に
﹁
清
水
少
連
第
六
子
為
淳
鄉
。︵
名
輗
、
一
字
叔
信
、
号
楓
翥
。
称
天
野
屋
三
郎
左
衛
門
。︶
出
继
服
部
氏
後
。
能
詩
能
畫
、
工
篆
刻
。
上
酒
井
永
光
寺
云
、

幾
踏
白
雲
尋
梵
宮
、
藤
蘿
路
暗
水
淙
淙
。
奚
僮
驚
殺
魂
將
絶
、
虎
樣
怪
岩
龍
樣
松
。
佳
句
惜
花
云
、
初
知
憎
雨
如
憎
老
、
元
是
愛
花
緣
愛
詩
。
布
施
圓
山
碑
、
是
人
之
所
建
。

不
特
工
詩
、
又
頗
有
吏
才
云
。︵
清
水
少
連
の
第
六
子
は
淳
鄉
為
り
。
名
は
輗
、
一
に
字
は
叔
信
、
号
は
楓
翥
。
天
野
屋
三
郎
左
衛
門
と
称
す
。
出
で
て
服
部
氏
の
後
を
继
ぐ
。

詩
を
能
く
し
畫
を
能
く
し
、
篆
刻
を
工た

く

み
と
す
。
酒
井
の
永
光
寺
に
上
り
て
云
ふ
、﹁
幾
ど
白
雲
を
踏
み
て
梵
宮
を
尋
ぬ
、
藤
蘿
の
路
は
暗
く
水
は
淙
淙
た
り
。
奚
僮
は
驚
殺

し
て
魂
将ま

さ

に
絶
た
ん
と
す
、
虎
様
の
怪
岩
、
龍
様
の
松
。﹂
佳
句
に
花
を
惜
し
み
て
云
ふ
、﹁
初
め
て
知
る
、
雨
を
憎
む
は
老
を
憎
む
の
如
き
を
、
元
こ
れ
花
を
愛
し
て
詩
を

愛
す
る
に
縁
る
。﹂
布
施
の
圓
山
碑
は
こ
の
人
の
建
て
し
所
。
特た

だ
に
詩
に
工
み
な
る
の
み
な
ら
ず
、
又
た
頗
る
吏
才
有
り
と
云
ふ
。︶﹂
と
見
え
る
。
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

一
〇

﹁
蒲
留
仙
﹂
か
ら
は
、
ま
た
蛠
洲
と
叔
信
両
者
が
如
何
に
﹃
聊
斎
志
異
﹄
を
好
ん
だ
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
蛠
洲
は
、
叔
信
が
記
し
た
﹃
聊
斎
志
異
﹄

題
辞
と
叔
信
の
み
た
夢
に
依
り
な
が
ら
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
酔
っ
た
叔
信
の
様
子
を
描
く
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
同
時
に
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
酔
っ
た
蛠
洲
の
姿

も
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

題
辞
は
、
ま
ず
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
編
集
者
で
あ
る
趙
起
杲
﹁
青
本
刻
聊
齋
誌
異
例
言
﹂
の
こ
と
ば
と
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
三
篇
の
作
品
﹁
青
鳳
傳
﹂﹁
狐
夢
﹂

﹁
嫦
娥
﹂
を
取
り
上
げ
る
。﹁
青
本
刻
聊
齋
誌
異
例
言
﹂
を
引
い
た
の
は
、﹁
其
非
二
異
常
之
筆
一
、
豈
能
若
レ
此
也
哉
。︵
人
並
み
優
れ
た
文
才
が
な
け
れ
ば
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
書
け
よ
う
か
。︶﹂
と
い
う
よ
う
に
、
蒲
松
齢
の
才
能
を
讃
え
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
個
々
の
作
品
の
中
か
ら
、

そ
の
文
章
に
酔
っ
た
人
々
を
紹
介
す
る
。
例
え
ば
﹁
狐
夢
﹂
一
篇
に
登
場
す
る
畢
怡
庵
だ
。
畢
怡
庵
は
、
現
実
に
も
存
在
し
た
人
物
で
作
者
・
蒲
松
齢
の
友
人

の
よ
う
で
あ
る
が
、﹁
狐
夢
﹂
の
中
で
は
、﹁
青
鳳
伝
﹂
に
描
か
れ
た
青
鳳
と
い
う
美
女
に
夢
中
な
っ
て
い
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
︵﹁
余
友
畢
怡
庵
、
倜
儻

不
羣
、
豪
縱
自
喜
、
貌
豐
肥
多
髭
、
士
林
知
名
。
⋮
畢
每
讀
青
鳳
傳
、
心
輒
向
往
、
恨
不
一
遇
。︵
自
分
の
友
で
あ
る
畢
怡
庵
は
、
並
み
は
ず
れ
た
我
儘
者
で
、

勝
手
な
振
る
舞
い
を
喜
ん
で
い
た
が
、
髭
も
じ
ゃ
で
ふ
っ
く
ら
し
た
顔
の
彼
の
名
前
は
学
者
仲
間
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
⋮
畢
は
、
い
つ
も
青
鳳
伝
を
読
ん

で
︵
青
鳳
に
︶
心
を
ひ
か
れ
、会
え
な
い
こ
と
を
恨
ん
で
い
た
︶﹂︶。
同
じ
く
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
酔
っ
た
も
の
と
し
て
、﹁
狐
夢
﹂
中
の
狐
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
狐
は
、
自
分
の
伝
記
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
に
蒲
松
齢
に
頼
ん
で
く
れ
と
畢
怡
庵
に
願
い
出
る
︵﹁
然
聊
齋
與
君
文
字
交
、
請
煩
作
小
傳
、
未
必
千
載
下

無
愛
憶
如
君
者
︵
で
も
、
あ
な
た
は
聊
斎
と
文
学
の
友
達
だ
か
ら
、
小
伝
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
頼
ん
で
ち
ょ
う
だ
い
。
後
の
世
に
な
っ
て
あ
な
た
み
た

い
に
愛
し
た
り
、
思
い
出
し
た
り
す
る
者
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
わ
﹂︶
が
、
こ
れ
は
﹁
青
鳳
﹂
一
篇
中
の
青
鳳
が
蒲
松
齢
に
伝
記
を
書
い
て
も
ら
っ
た
の
で

そ
れ
を
羨
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
小
説
中
の
畢
怡
庵
も
狐
も
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
世
界
に
酔
っ
て
、
そ
の
話
の
人
物
を
慕
い
そ
の
人
と
同
じ
よ
う
に
な
り
た
い
と

願
う
の
だ
、
と
叔
信
は
記
す
。

つ
い
で
、
蛠
洲
が
か
つ
て
﹁
嫦
娥
﹂、﹁
鳳
仙
﹂
の
二
篇
を
推
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
文
章
に
酔
っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
る
。﹁
嫦
娥
﹂
は
、
地
上
に
降
り

て
き
た
月
の
仙
人
﹁
嫦
娥
﹂
と
狐
の
化
身
﹁
顛
当
﹂
の
二
人
の
女
が
宋
と
い
う
男
と
結
ば
れ
る
話
。﹁
鳳
仙
﹂
は
、
秀
才
の
劉
碧
水
が
両
親
の
死
後
、
そ
の
財

産
で
気
ま
ま
に
遊
び
暮
ら
し
て
い
た
が
、
自
宅
へ
帰
る
と
、
狐
の
カ
ッ
プ
ル
が
勝
手
に
入
り
込
ん
で
逢
い
引
き
し
て
い
て
、
狐
は
慌
て
て
逃
げ
た
た
め
女
性
の

袴
︵
下
着
︶
を
忘
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
日
、
使
者
が
そ
の
袴
の
返
還
を
求
め
に
来
た
の
で
、
劉
碧
水
が
そ
の
お
返
し
と
し
て
鳳
仙
と
の
仲
を
取
り
持
っ
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て
も
ら
う
が
、
鳳
仙
も
実
は
狐
だ
っ
た
と
い
う
話
。
蛠
洲
が
こ
の
二
篇
を
推
す
理
由
は
﹁
翦
裁
之
妙
﹂
即
ち
、﹁
構
成
の
妙
﹂
に
あ
り
、﹁
読
む
た
び
に
い
つ
も
、

人
情
色
恋
に
粛
然
と
感
傷
を
催
さ
な
い
こ
と
は
な
い
﹂
か
ら
で
、﹁
そ
れ
を
誰
か
に
話
そ
う
と
す
る
と
蜃
気
楼
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
﹂
と
い
う
。﹃
聊
斎
志

異
﹄
に
酔
っ
た
蛠
洲
の
姿
が
こ
こ
に
記
さ
れ
る
。

叔
信
は
、
以
上
の
題
辞
を
書
き
終
え
た
夜
、
夢
に
現
れ
た
蒲
松
齢
に
、
来
世
の
こ
と
は
す
で
に
閻
魔
に
頼
ん
で
あ
る
か
ら
後
事
を
速
や
か
に
終
え
よ
と
告
げ

ら
れ
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
数
日
後
、
叔
信
は
世
を
去
る
が
、
死
を
前
に
し
て
、
そ
の
脳
裏
に
は
な
お
﹃
聊
斎
志
異
﹄
が
あ
っ
た
。
叔
信
も
ま
さ
に
﹁
聊
斎
僻
﹂

を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、蛠
洲
は
、叔
信
の
絶
筆
を
載
せ
た
後
、﹃
聊
斎
志
異
﹄に
幽
霊
譚
が
多
い
の
は
知
識
人
の
筆
の
す
さ
び
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
結
論
し
た
う
え
で
、﹁
蓮
香
﹂

一
篇
中
の
、
幽
霊
と
狐
の
葬
式
に
数
百
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
一
文
﹁
不
期
而
会
者
数
百
人
﹂
を
引
用
し
、
実
際
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
記

す
。﹁
蓮
香
﹂
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
あ
る
生
員
の
も
と
に
美
女
が
訪
れ
て
二
人
は
懇
ろ
に
な
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
別
の
美
女
も
訪
れ
て
や
は
り
懇
ろ
に
な
る
。

そ
の
後
、
生
員
は
二
股
を
続
け
荒
淫
に
よ
り
衰
弱
死
す
る
が
、
美
女
同
士
は
互
い
の
存
在
を
知
っ
て
、
生
員
死
亡
の
原
因
を
押
し
付
け
合
い
対
決
し
、
や
が
て
、

狐
と
幽
鬼
で
あ
る
こ
と
が
露
見
す
る
。
し
か
し
、
二
人
は
離
れ
ら
れ
な
い
二
代
の
仲
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
。
幽
霊
と
狐
霊
と
人
間
と
が
渾
然
と
し
た
作
品

で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
最
も
早
い
刊
本
﹃
青
柯
亭
刻
本
﹄
は
、
乾
隆
三
十
一
年
の
出
版
で
、
遅
く
と
も
そ
の
二
年
後
に
は
日
本
に
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
蛠
洲
や
叔
信
の
生
没
年
を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
は
﹃
青
柯
亭
刻
本
﹄
以
外
の
版
を
目
に
し
た
可
能
性
は
低
い
。
当
時
、﹃
青
柯
亭
刻
本
﹄
が
日
本
に
幾
セ
ッ

ト
も
た
ら
さ
れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
今
日
﹁
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
上
で
も
数
セ
ッ
ト
し
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
蛠
洲
ら
は
、
中
国
書
の

流
行
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
何
ら
か
の
手
段
で
手
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四　
『
聊
斎
志
異
』
に
記
さ
れ
た
「
こ
と
」
の
借
用

﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
に
は
、﹁
蒲
留
仙
﹂
以
外
に
、﹁
こ
と
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
の
両
面
に
お
い
て
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
﹁
こ
と
﹂
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要

一
二

に
つ
い
て
見
る
。

①
蛙
曲
の
芸

﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
上
巻
第
六
話
﹁
宇
賀
京
輔
﹂
は
、
別
離
し
流
浪
す
る
夫
婦
が
、
あ
る
老
人
の
予
言
ど
お
り
に
討
ち
入
り
の
日
に
再
会
を
果
た
す
と
い
う
一
篇

で
あ
る
。
そ
の
老
人
は
気
高
く
俗
離
れ
し
て
、道
を
会
得
し
た
も
の
の
よ
う
な
風
貌
で
、﹁
蛙
曲
﹂︵
蛙
を
鳴
か
せ
る
芸
︶
の
使
い
手
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

﹁
時
有
二
老
叟
一
、
售
二
蛙
曲
於
市
中
一
。
姿
狀
高
古
、
大
類
二
有
道
者
一
︵
た
ま
た
ま
老
人
が
市
で
蛙
曲
の
芸
を
売
っ
て
い
た
が
、
俗
人
離
れ
し
た
姿
で
、
道

を
悟
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。︶﹂

で
は
、﹁
蛙
曲
﹂
と
は
何
を
指
す
か
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
こ
と
ば
は
﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
作
品
名
と
し
て
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
そ
の
不
思
議

な
芸
を
紹
介
す
る
だ
け
の
極
め
て
短
い
一
篇
で
あ
る
。

﹁
王
子
巽
言
、
在
都
時
、
曾
見
一
人
作
劇
於
市
、
攜
木
盒
作
格
、
凡
十
有
二
孔
、
每
孔
伏
蛙
。
以
細
杖
敲
其
首
、
輒
哇
然
作
鳴
。
或
與
金
錢
、
則
亂
擊
蛙

頂
、
如
拊
雲
鑼
、
宮
商
詞
曲
、
了
了
可
辨
。︵
王
子
巽
が
話
し
た
。
都
に
い
た
時
、
か
つ
て
一
人
の
男
が
市
で
芝
居
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

木
で
格
子
状
に
な
っ
た
木
箱
を
持
っ
て
い
た
が
、
十
二
の
穴
が
あ
い
て
い
て
、
ど
の
穴
に
も
蛙
が
伏
せ
て
あ
っ
た
。
細
い
棒
で
蛙
の
頭
を
た
た
く
と
、
ケ
ロ

ケ
ロ
と
鳴
く
。
金
を
も
ら
う
と
蛙
の
頭
を
幾
度
も
た
た
く
。
そ
れ
は
、
銅
鑼
を
た
た
い
て
い
る
よ
う
で
、
ド
レ
ミ
も
メ
ロ
デ
ィ
も
、
明
確
に
区
別
で
き
る
の

だ
。︶﹂︵
第
四
巻
﹁
蛙
曲
﹂︶　

﹁
蛙
曲
﹂
と
は
、
十
二
匹
の
蛙
の
頭
を
た
た
い
て
十
二
律
の
各
音
階
で
鳴
か
せ
音
楽
を
奏
で
さ
せ
る
芸
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
蛠
洲
は
そ
の
こ
と
に
興
味
を

覚
え
て
、
道
を
得
た
老
人
に
神
秘
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
不
思
議
な
芸
の
使
い
手
と
い
う
設
定
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
紫
姑
占
い

上
巻
第
十
三
話
﹁
某
貴
紳
﹂
に
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

﹁
鼓
レ
掌
大
笑
曰
、
欲
三
聊
博
二
一
粲
一
、
致
三
却
喫
二
一
驚
一
。
恕
罪
、
恕
罪
。
列
位
神
始
定
。
乃
問
曰
、
君
卜
二
紫
姑
技
倆
一
耶
。
主
人
復
大
笑
曰
、
騙
得
好
、

騙
得
好
。
一
眼
兒
、
僕
封
內
所
レ
出
畸
零
也
。
美
人
乃
是
瀨
川
仙
女
。
大
兒
乃
是
釋
迦
嶽
。︵
手
を
敲
い
て
大
笑
い
し
て
言
っ
た
。﹁
笑
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
い
ま
し
た
の
に
、か
え
っ
て
驚
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。お
許
し
を
、お
許
し
を
﹂。み
な
の
心
は
や
っ
と
落
ち
着
い
た
。そ
こ
で
訊
ね
て
言
っ
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江
戸
時
代
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容

一
三

た
。﹁︵
占
い
師
の
︶
紫
姑
の
技
量
を
試
し
て
み
た
の
で
す
か
﹂。
主
人
は
ま
た
大
笑
い
し
て
言
っ
た
。﹁
う
ま
く
騙
せ
ま
し
た
。
う
ま
く
騙
せ
ま
し
た
。
一
つ

目
の
小
僧
は
私
の
領
内
で
生
ま
れ
た
奇
形
児
で
す
。
美
人
は
瀨
川
仙
女
で
す
。
大
き
な
男
は
釋
迦
嶽
で
す
﹂︶

こ
れ
は
、
あ
る
公
家
が
客
人
を
驚
か
せ
る
た
め
に
、
三
人
の
人
物
を
登
場
さ
せ
、
そ
れ
に
驚
い
た
客
人
が
﹁
紫
姑
技
倆
を
占
っ
た
の
か
﹂
と
尋
ね
る
場
面
で

あ
る
。﹁
紫
姑
占
い
﹂
と
は
、
本
来
、
日
本
の
﹁
こ
っ
く
り
さ
ん
占
い
﹂
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
十
巻
﹁
素
秋
﹂
に
基
づ
き
、

布
切
れ
で
作
っ
た
人
形
を
本
物
の
人
間
に
変
え
る
技
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。﹁
素
秋
﹂
で
は
、
主
人
公
の
兪
恂
九
は
妹
と
二
人
暮
ら
し
で
あ
る
が
、
妹
の
﹁
紫

姑
占
い
﹂
の
小
技
に
よ
っ
て
腰
元
や
媼
を
次
々
と
登
場
さ
せ
て
料
理
を
運
ば
せ
る
。
そ
れ
を
兄
は
客
人
に
、﹁
こ
れ
は
妹
が
幼
い
時
に
覚
え
た
卜
紫
姑
の
小
技

で
す
︵
此
不
過
妹
子
幼
時
、
卜
紫
姑
之
小
技
耳
︶﹂
と
説
明
し
て
い
る
。﹃
聊
齋
志
異
﹄
の
原
文
を
理
解
し
て
は
じ
め
て
解
釈
で
き
る
一
語
で
あ
る
。

五　
『
聊
斎
志
異
』
に
用
い
ら
れ
た
「
こ
と
ば
」
の
借
用

一
方
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
由
来
の
こ
と
ば
も
少
な
く
な
い
。
凡
そ
作
品
に
記
さ
れ
た
こ
と
ば
は
、
当
然
、
作
者
が
多
く
の
書
を
読
ん
で
あ
る
い
は
耳
に
し
て
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
我
が
も
の
と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
者
独
自
の
作
品
世
界
が
形
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
書
か
れ
た
こ
と
ば
の

多
く
は
作
者
の
中
で
す
で
に
消
化
さ
れ
血
肉
と
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
か
ら
は
、
血
肉
と
化
し
た
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
こ
と
ば
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

①
﹁
軃
袖
垂
髫
、
風
流
秀
曼
﹂

前
述
の
﹁
紫
姑
占
い
﹂
が
記
さ
れ
て
い
る
上
巻
第
十
三
話
﹁
某
貴
紳
﹂
は
、
主
人
が
客
を
驚
か
せ
る
た
め
に
登
場
さ
せ
た
当
代
き
っ
て
の
女
形
歌
舞
伎
役
者

瀬
川
仙
女
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

﹁
方
懷
惑
間
、
一
位
美
人
手
提
二
葵
花
燈
一
出
。
軃
袖
垂
髫
、
風
流
秀
曼
、
曠
世
無
二
其
麗
一
也
。
近
以
レ
燈
懸
二
擔
釘
一
。
回
眸
一
視
、
飀
飀
然
逝
。︵
不
思

議
な
事
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
ひ
と
り
の
美
人
が
、
葵
の
花
の
提
灯
を
手
に
持
っ
て
出
て
き
た
。
長
い
袖
に
垂
れ
た
髪
、
艶
や
か
で
美
し
く
、
世
に
並
ぶ
者

が
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
提
灯
を
釘
に
懸
け
て
近
づ
き
、
ひ
と
た
び
見
返
る
と
、
風
の
よ
う
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。︶﹂
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富
山
大
学
人
文
学
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紀
要

一
四

こ
の
美
人
の
形
容
は
、
前
掲
﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
二
巻
﹁
蓮
香
﹂
中
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

﹁
一
夕
、
獨
坐
凝
思
、
一
女
子
翩
然
入
、
生
意
其
蓮
、
承
逆
與
語
、
覿
面
殊
非
、
年
僅
十
五
六
、
軃
袖
垂
髫
、
風
流
秀
曼
、
行
步
之
間
、
若
還
若
往
。
大
愕
、

疑
為
狐
。︵
あ
る
夜
、
一
人
座
っ
て
考
え
て
い
る
と
、
一
人
の
女
が
ひ
ら
り
と
入
っ
て
来
る
。
蓮
香
だ
と
思
っ
て
迎
え
て
話
な
が
ら
顔
を
見
る
と
全
く
違
っ

て
い
た
。
年
は
や
っ
と
十
五
六
で
長
い
袖
に
垂
れ
た
髪
、
艶
や
か
で
美
し
く
、
歩
く
様
子
は
、
帰
る
よ
う
で
も
あ
り
来
る
よ
う
で
も
あ
る
。
大
い
に
驚
い
て

狐
か
と
思
っ
た
。︶﹂

こ
こ
に
見
え
る
女
性
に
化
け
た
狐
の
精
の
描
写
﹁
軃
袖
垂
髫
、
風
流
秀
曼
﹂
は
、
明
ら
か
に
﹁
某
貴
紳
﹂
の
描
写
に
影
響
を
与
え
、﹃
聊
齋
志
異
﹄
に
類
す

る
怪
異
妖
艶
の
気
分
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

②
﹁
一
市
燦
然
﹂

﹁
一
市
燦
然
﹂14   

は
、
市ま
ち

じ
ゅ
う
が
ど
っ
と
笑
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
一
巻
﹁
種
梨
﹂
に
、﹁
田
舎
者
が
市
に
梨
売
り
に
行
っ
て
、

道
士
が
次
々
梨
を
生
み
だ
し
皆
に
分
け
与
え
て
い
る
術
を
目
に
し
て
感
心
し
て
い
た
が
、
実
は
そ
の
梨
は
自
分
の
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
て
道
士
を
探
し

た
が
、道
士
は
、行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。
市
じ
ゅ
う
ど
っ
と
笑
い
声
が
満
ち
た
﹂
と
い
う
話
が
あ
り
、そ
の
末
尾
の
原
文
は
﹁
道
士
不
知
所
在
。
一
市
粲
然
。﹂

と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
﹁
市
﹂
は
、
田
舎
者
15   

が
梨
売
り
に
出
掛
け
て
行
っ
た
地
点
﹁
ま
ち
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
上
巻
第
五
話
﹁
百
盲
顛
踣
﹂
で
は
、
け
ち
な
医
者
が
抗
議
に
来
た
盲
人
た
ち
に
下
駄
の
鼻
緒
を
切
る
意
地
悪
を
し
た
後
、
街
中
の
人
が
皆
笑
っ

た
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

﹁
未
二
數
步
一
、
陸
續
即
仆
。
飛
レ
筇
拋
レ
傘
、
滿
服
泥
淖
。
有
レ
破
二
鼻
者
一
、
有
二
缺
レ
齒
者
一
。
笑
態
萬
狀
、
一
市
粲
然
。︵
何
歩
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
次
々

に
転
ん
だ
。
杖
が
飛
び
ち
り
傘
は
打
ち
投
げ
ら
れ
、
体
中
泥
ま
み
れ
に
な
り
、
鼻
を
切
っ
た
も
の
も
い
れ
ば
、
歯
が
欠
け
た
も
の
も
い
た
。
様
々
な
滑
稽
な

様
子
に
、
み
な
ど
っ
と
沸
い
た
。︶﹂

14　

 ﹁
一
市
燦
然
﹂
の
う
ち
﹁
燦
然
﹂
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄﹁
狐
諧
﹂
に
﹁
言
罷
、
座
客
為
之
粲
然
﹂
と
あ
り
、
笑
う
こ
と
、
或
は
笑
う
様
子
を
表
す
。

15　

原
文
は
﹁
郷
人
﹂。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容

一
五

今
の
と
こ
ろ
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
以
外
の
中
国
書
に
﹁
一
市
粲
然
﹂
と
い
う
表
現
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
蛠
洲
が
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
影
響
を

受
け
て
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
上
巻
第
八
話
﹁
浴
戶
某
女
﹂
で
は
、﹁
粲
然
﹂
が
﹁
譟
然
﹂
に
代
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
類
似
の
語
構
造

を
と
る
﹁
一
市
譟
然
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

﹁
京
師
某
乙
、
與
二
浴
戶
某
女
一
訂
二
終
焉
盟
一
。
後
聞
三
女
有
二
私
夫
一
。
大
怒
夜
分
提
二
白
刃
一
、
撬
二
其
門
一
入
。
女
驚
懼
匿
二
閤
內
一
。
乙
挨
レ
身
入
。
女

奪
レ
門
而
走
。
乙
追
及
連
擊
而
仆
。
合
家
慴
伏
、
莫
二
敢
掩
捉
一
。
乙
遂
遁
去
。
一
市
譟
然
。︵
京
都
の
某
乙
は
、
風
呂
屋
の
某
の
娘
と
共
白
髪
を
誓
っ
た
。

し
か
し
、
後
に
そ
の
娘
に
は
間
男
が
い
る
こ
と
を
耳
に
し
た
。
怒
っ
て
、
夜
な
か
に
白
刃
を
引
っ
提
げ
て
家
の
戸
を
こ
じ
開
け
入
っ
て
行
っ
た
。
女
は
驚
い

て
屋
根
裏
に
逃
げ
た
。
乙
は
背
を
屈
め
て
入
ろ
う
と
し
た
。
女
は
慌
て
ふ
た
め
い
て
逃
げ
た
。
乙
は
追
っ
て
行
っ
て
女
を
続
け
ざ
ま
に
打
っ
て
倒
し
た
。
家

じ
ゅ
う
の
者
は
み
な
懼
れ
ひ
れ
伏
し
て
、
立
ち
向
か
っ
て
と
ら
え
て
や
ろ
う
と
す
る
者
は
な
か
っ
た
。
乙
は
、
そ
こ
で
逃
げ
て
行
っ
た
。
街
中
、
大
騒
ぎ
と

な
っ
た
。︶﹂

﹁
一
市
燦
然
﹂
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③
﹁
綢
繆
﹂

こ
の
﹁
綢
繆
﹂
も
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
下
第
十
二
話
﹁
鍵
襘
﹂
の
最
初
に
﹁
江
都
諸
田
某
女
與
二
一
僧
一
綢
繆
。

︵
江
戸
の
諸
田
某
の
娘
は
、あ
る
僧
と
親
し
く
な
っ
た
。︶﹂
と
あ
る
。﹁
綢
繆
﹂
は
、本
来
は
﹁
緊
密
で
隙
間
が
な
く
塞
ぐ
さ
ま
﹂
と
い
う
謂
い
で
あ
っ
た
が
、﹁
物

が
纏
わ
り
付
く
こ
と
﹂﹁
男
女
の
仲
が
良
い
さ
ま
﹂
な
ど
に
そ
の
義
が
派
生
し
て
い
き
、
唐
の
元
稹
﹃
鶯
鶯
傳
﹄
で
は
﹁
綢
繆
繾
綣
、
暫
若
尋
常
、
幽
會
未
終
、

驚
魂
已
斷
。﹂
と
見
え
、
夢
の
中
で
男
女
が
睦
ま
じ
く
愛
し
合
う
様
子
を
指
す
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
、
仲
良
く
睦
み
合
う
と
い
う
意
味
で
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
な
る
と
以
下
の
よ
う
に
多
用
さ
れ
る
。

○
﹁
息
燭
登
牀
、綢
繆
甚
至
﹂︵
第
二
巻
﹁
蓮
香
﹂︶
○
﹁
遂
相
綢
繆
﹂︵
第
二
巻
﹁
巧
孃
﹂︶
○
﹁
次
夕
、女
果
至
、遂
共
綢
繆
﹂︵
第
二
巻
﹁
俠
女
﹂︶
○
﹁
極

盡
綢
繆
﹂︵
第
三
巻
﹁
白
于
玉
﹂︶
○
﹁
二
人
綢
繆
如
平
日
﹂︵
第
三
巻
﹁
魯
公
女
﹂︶
○
﹁
今
與
君
別
矣
。
請
送
我
數
武
、以
表
半
載
綢
繆
之
義
﹂︵
第
四
巻
﹁
雙

燈
﹂
○
﹁
勾
欄
中
原
無
情
好
、
所
綢
繆
者
、
錢
耳
。﹂︵
第
五
巻
﹁
鴉
頭
﹂︶　

○
﹁
入
夕
、
果
至
、
綢
繆
益
歡
﹂︵
第
五
巻
﹁
章
阿
端
﹂︶
○
﹁
抱
與
綢
繆
、
恩

愛
甚
至
﹂︵
第
五
巻
﹁
花
姑
子
﹂︶　

○
﹁
女
稍
釋
、復
相
綢
繆
﹂︵
第
五
巻
﹁
綠
衣
女
﹂︶
○
﹁
心
悅
之
、欲
就
綢
繆
、實
慚
鄙
惡
﹂︵
第
五
巻
﹁
荷
花
三
孃
子
﹂︶
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六

○
﹁
兩
相
驚
喜
、
綢
繆
臻
至
﹂︵
第
七
巻
﹁
鞏
仙
﹂︶
○
﹁
急
引
明
珰
、
綢
繆
備
至
﹂︵
第
七
巻
﹁
仙
人
島
﹂︶
○
﹁
綢
繆
數
日
、
益
惑
之
﹂︵
第
八
巻
﹁
霍
女
﹂︶

○
﹁
從
此
無
夕
不
至
、
綢
繆
甚
慇
﹂︵
第
九
巻
﹁
鳳
仙
﹂︶
○
﹁
是
相
對
綢
繆
者
、
皆
妄
也
﹂︵
第
九
巻
﹁
張
鴻
漸
﹂︶
○
﹁
滅
燭
登
牀
、
如
調
新
婦
、
綢
繆
甚

懽
﹂︵
第
十
巻
﹁
恆
孃
﹂︶

こ
の
例
は
全
て
男
女
の
睦
ま
じ
い
行
為
の
様
を
表
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

④
﹁
随
喜
﹂

﹁
随
喜
﹂
は
、本
来
、﹁
人
の
善
を
見
て
、そ
れ
に
従
い
喜
ぶ
こ
と
﹂
を
指
し
、仏
教
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
、唐
の
杜
甫
﹃
望

兜
率
寺
﹄
な
ど
に
﹁
時
應
清
盥
罷
、
隨
喜
給
孤
園
。︵
時
は
應
に
清
盥
は
罷
は
り
、
給
孤
園
を
隨
喜
す
︶﹂
と
あ
り
、
寺
に
立
ち
寄
っ
て
寺
院
内
を
遊
覧
す
る
こ

と
を
指
す
例
も
あ
る
。﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
一
巻
﹁
画
壁
﹂
に
も
﹁
見
客
人
、
肅
レ
衣
出
迓
、
導
與
隨
喜
︵
客
人
を
見
て
、
衣
を
整
え
て
出
迎
え
、
案
内
し
て
と

も
に
巡
る
︶﹂
と
記
さ
れ
る
。﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
上
巻
第
十
二
話
﹁
画
眉
鳥
﹂
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
か
、
類
似
の
用
例
が
あ
る
。﹁
中
元
日
、
隨
喜
二
東
海
寺
一
、

俄
見
二
一
彩
輿
過
一
。︵
お
盆
に
東
海
寺
に
立
ち
寄
っ
て
寺
内
を
巡
っ
て
い
る
と
、
あ
で
や
か
な
駕
籠
が
通
っ
て
行
く
の
が
目
に
は
い
っ
た
。︶﹂
と
い
う
の
が
そ

の
例
で
あ
る
。

⑤
﹁
喤
聒
﹂

下
巻
第
十
二
話﹁
鍵
襘
﹂に
、﹁
雖
レ
不
レ
足
レ
喤
二
聒
于
大
雅
一
、亦
囉
二
嗊
于
一
時
一
。︵
正
式
な
場
で
歌
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、一
時
流
行
し
た
の
で
あ
っ

た
。︶﹂
と
い
う
一
文
が
あ
る
。﹁
囉
嗊
﹂
は
﹃
玉
篇
﹄
に
﹁
歌
曲
也
﹂
と
あ
り
、﹁
喤
聒
﹂
は
﹃
聊
斎
志
異
﹄
以
外
に
用
例
は
少
な
く
、
そ
こ
で
は
﹁
に
ぎ
や
か

に
音
楽
が
起
こ
る
こ
と
﹂
の
謂
い
で
用
い
ら
れ
、
第
十
一
巻
﹁
晩
霞
﹂
に
﹁
但
聞
鼓
鉦
喤
聒
、
諸
院
皆
響
。︵
す
る
と
、
太
鼓
や
鐘
が
や
か
ま
し
く
四
方
の
庭

か
ら
響
い
て
き
た
︶﹂
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
第
五
巻
﹁
彭
海
秋
﹂
に
、﹁
踰
刻
、
舟
落
水
中
、
但
聞
絃
管
敖
曹
、
鳴
聲
喤
聒
。︵
暫
く
し
て
、
船
は
水
に
落
ち
た
、

す
る
と
管
弦
の
音
色
が
聞
こ
え
て
や
か
ま
し
い
ほ
ど
で
あ
る
︶﹂
と
用
い
ら
れ
る
。

⑥
﹁
惶
悚
無
以
為
地
﹂

上
巻
第
十
六
話
﹁
蜃
樓
﹂
は
、
蜃
君
が
以
前
あ
る
小
児
科
医
に
子
孫
を
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
恩
に
感
じ
、
そ
の
医
者
夫
婦
の
苦
境
を
救
う
話
で
あ
る
が
、

宮
殿
に
招
か
れ
た
夫
婦
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
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一
七

﹁
王
命
二
一
女
官
一
拽
レ
之
升
レ
階
、
分
レ
坐
抗
禮
。
二
人
惶
悚
無
二
以
為
一レ
地
。︵
王
は
一
人
の
女
官
に
命
じ
て
、
二
人
を
階
に
登
ら
せ
、
同
席
さ
せ
て
対
等

の
礼
で
遇
し
た
。
二
人
は
恐
縮
し
て
身
の
置
き
所
も
な
か
っ
た
。︶﹂

　

こ
の
う
ち
、﹁
抗
禮
﹂
と
﹁
惶
悚
無
以
為
地
﹂
は
﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
六
巻
﹁
絳
妃
16   

﹂
の
、夢
で
絳
妃
が
礼
を
行
お
う
と
す
る
と
場
面
に
、﹁
余
惶
悚
無
以
為
地
、

因
啟
曰
、
草
莽
微
賤
、
得
辱
寵
召
、
已
有
餘
榮
。
況
敢
分
庭
抗
禮
、
益
臣
之
罪
、
折
臣
之
福
。︵
私
は
恐
れ
入
っ
て
そ
こ
で
申
し
上
げ
た
。﹁
草
莽
の
卑
し
い
も

の
で
お
召
し
を
忝
く
し
ま
し
た
の
で
さ
え
身
に
余
る
光
栄
で
す
の
に
、
対
等
の
礼
を
受
け
ま
す
と
は
、
臣
下
と
し
て
の
罪
を
益
し
、
臣
下
と
し
て
の
福
を
損
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。﹂︶
と
見
え
、
両
者
の
影
響
関
係
が
窺
わ
れ
る
。

⑦
﹁
屹
如
壁
立
﹂

﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
十
一
巻
﹁
晩
霞
﹂
は
竜
宮
城
で
の
話
で
あ
る
。
鎮
江
の
蒋
阿
端
と
い
う
少
年
が
水
に
落
ち
て
死
ん
だ
が
、
本
人
は
死
ん
だ
こ
と
を
知
ら
ず
、

誰
か
に
導
か
れ
て
竜
宮
に
到
着
し
、
群
舞
の
練
習
を
さ
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
晩
霞
と
い
う
美
し
い
踊
子
に
出
会
う
、
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
上
巻

第
十
六
話
﹁
蜃
楼
﹂
に
二
つ
の
面
で
影
響
を
与
え
た
。
一
つ
は
、
死
ん
だ
人
間
が
誰
か
に
導
か
れ
龍
宮
に
行
く
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
逆
巻
く

波
が
四
壁
の
如
く
立
ち
、
そ
こ
に
龍
宮
が
現
れ
る
と
き
の
表
現
、
お
よ
び
、
そ
こ
で
に
ぎ
や
か
な
音
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
描
写
に
お
い
て
で
あ
る
。

知
ら
ぬ
間
に
誰
か
に
導
か
れ
て
龍
宮
に
達
す
る
と
こ
ろ
は
、﹁
蜃
楼
﹂
で
は
﹁
炫
瞀
間
、
覺
有
人
捉
其
手
一
挹
至
一
處
。︵
目
が
回
る
中
、
誰
か
に
自
分
の
手
を

握
り
引
っ
張
ら
れ
て
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
か
れ
た
よ
う
に
思
っ
た
。︶﹂
と
あ
り
、﹁
晩
霞
﹂
で
は
、﹁
阿
端
不
自
知
死
、
有
兩
人
導
去
、
見
水
中
別
有
天
地
︵
阿

端
は
自
分
が
死
ん
だ
と
知
ら
な
い
ま
ま
、
二
人
の
人
に
導
か
れ
て
行
き
、
見
る
と
睡
中
の
別
天
地
で
あ
っ
た
。︶﹂
と
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
宮
殿
が
海
の
水
の
中
に
俄
か
に
現
れ
る
描
写
も
類
似
す
る
。
両
者
と
も
に
﹁
屹
如
︵
若
︶
壁
立
﹂
を
用
い
て
、
逆
巻
く
波
が
壁
の
よ
う
に
屹
立
し
、

そ
の
中
に
宮
殿
が
現
れ
た
と
記
し
て
い
る
。

○
﹁
回
視
則
流
波
四
繞
、
屹
如
壁
立
。
俄
入
17   

宮
殿
、
見
一
人
兜
牟
坐
。︵
見
渡
す
と
波
が
ぐ
る
り
と
と
り
ま
き
、
壁
の
よ
う
に
立
っ
た
。
す
る
と
俄
か
に

16　

青
本
は
、﹁
花
神
﹂
と
題
す
。

17　

青
本
は
﹁
現
﹂
に
作
る
。
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宮
殿
が
現
れ
、
上
座
に
鎧
を
着
た
人
が
座
っ
て
い
た
。︶﹂﹁
晩
霞
﹂

○
﹁
四
面
碧
水
、
屹
若
壁
立
。
俄
有
人
出
自
殼
中
、
即
其
夫
也
。︵
四
面
の
碧
水
が
壁
の
よ
う
に
立
っ
た
。
す
る
と
突
然
貝
の
殻
か
ら
誰
か
が
出
て
来
た
が
、

そ
れ
は
夫
だ
っ
た
。︶﹂︵﹁
蜃
楼
﹂︶

⑧
﹁
意
致
清
越
﹂

﹁
意
致
清
越
﹂は
、中
年
女
性
の
す
っ
き
り
し
た
品
の
よ
さ
を
表
現
し
た
一
語
で
あ
る
。
下
巻
第
十
四
話﹁
鸛
塔
﹂に
、﹁
斯
日
仲
秋
、興
偶
發
。
因
隨
婢
往
其
所
。

初
經
茅
屋
、
僅
庇
風
日
、
再
過
曲
徑
、
入
內
院
。
其
中
曲
攔
幽
檻
、
金
碧
光
耀
。
婦
約
四
十
五
六
、
意
致
清
越
、
喜
引
生
坐
、
設
茗
進
果
。︵
こ
の
日
は
仲
秋
で
、

ゆ
か
し
さ
を
覚
え
た
。
そ
こ
で
下
女
に
従
っ
て
そ
こ
に
行
っ
た
。
初
め
茅
屋
を
通
る
と
、
僅
か
に
風
や
日
を
よ
け
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
を
過
ぎ
る
と
、
中
庭
に
入
る
。
そ
の
中
は
、
凝
っ
た
作
り
の
欄
干
に
金
や
碧
玉
が
光
り
輝
い
て
い
た
。
婦
人
は
お
よ
そ
四
十
五
六
才
、
す
っ
き

り
と
し
た
品
の
良
さ
だ
っ
た
。
喜
ん
で
生
︵
桂
吉
︶
を
中
に
入
れ
、茶
菓
を
勧
め
た
。︶﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
第
三
巻
﹁
黄
九
郎
﹂
に
見
え
る
﹁
薄

暮
偶
出
、
見
婦
人
跨
驢
来
、
少
年
從
其
後
、
婦
約
五
十
許
、
意
致
清
越
︵
夕
暮
れ
に
ふ
と
出
て
見
る
と
、
婦
人
が
驢
馬
に
乗
っ
て
、
少
年
を
従
え
て
い
る
。
婦

人
は
お
お
よ
そ
五
十
ば
か
り
で
す
っ
き
り
と
し
た
品
の
良
さ
で
あ
る
︶﹂
の
借
用
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

⑨
そ
の
他

他
に
も
、
上
巻
第
十
二
話
﹁
画
眉
鳥
﹂
の
﹁
思
念
綦
切
﹂
一
語
は
、﹃
聊
斎
志
異
﹄﹁
鳳
仙
﹂
に
﹁
逾
二
年
、
思
念
綦
切
︵
二
年
を
経
て
、
思
い
は
極
ま
る
︶﹂

な
ど
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
こ
と
ば
を
借
り
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
あ
る
。

六　

終
わ
り
に

本
論
の
﹁
一 

は
じ
め
に
﹂
で
前
述
し
た
よ
う
に
、﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
日
本
初
の
翻
案
は
、
森
島
中
良
と
い
う
医
者
で
あ
り
漢
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
中

良
は
、
白
話
語
彙
に
も
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
天
明
甲
辰
︵
一
七
八
四
︶
孟
春
に
﹃
小
説
字
彙
﹄
一
書
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
巻
首
﹁
援
引
書
目
﹂
に
は
、

﹃
水
滸
伝
﹄
や
﹃
金
瓶
梅
﹄
な
ど
と
共
に
﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹃
聊
斎
志
異
﹄
を
傍
に
置
い
て
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
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一
九

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
森
島
中
良
は
、
蘭
学
者
の
大
槻
玄
沢
と
は
同
世
代
の
友
人
で
、
蘭
学
の
啓
蒙
に
も
力
を
注
い
だ
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
18   

。

一
方
、﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄
の
序
を
記
し
、
出
版
に
助
力
し
た
人
物
は
長
崎
浩
斎
と
い
い
、
高
岡
で
当
時
最
も
名
を
馳
せ
た
医
者
で
あ
っ
た
が
、
蛠
洲
か
ら
漢
文

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
人
物
で
あ
り
、
大
槻
玄
沢
晩
年
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
19   

。﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
は
和
刻
本
が
な
い
の
だ
か
ら
、
数
少
な
い
原
本
を
地
方
で

目
に
す
る
に
は
何
ら
か
の
手
段
で
手
に
入
れ
る
か
借
用
す
る
か
し
か
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
長
崎
浩
斎
と
森
島
中
良
と
の
関
わ
り
で
借
用
が
か
な
い
、
蛠
洲

や
叔
信
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
政
年
間
に
地
方
の
漢
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
漢
文
小
説﹃
蛠
洲
餘
珠
﹄に
、﹃
聊
斎
志
異
﹄の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
驚
く
。そ
れ
は
、こ
の
時
代
、

﹃
聊
斎
志
異
﹄
の
う
わ
さ
が
全
国
的
に
広
ま
り
、
日
本
の
各
地
に
す
で
に
﹁
聊
斎
癖
﹂
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

小
論
は
、
平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
費
基
盤
研
究
︵
ｃ
︶﹁
漢
文
笑
話
の
訳
読
と
研
究
﹂︵
研
究
課
題
番
号
２
６
３
７
０
２
０
２　

代

表
・
磯
部
祐
子
︶
お
よ
び
平
成
二
十
七
年
度
公
益
財
団
法
人
富
山
第
一
銀
行
奨
学
財
団
﹁
研
究
活
動
に
対
す
る
助
成
﹂﹁
江
戸
後
期
の
富
山
に
お
け
る
漢
文
学

の
受
容
と
展
開
﹂︵
代
表
・
磯
部
祐
子
︶
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

18　

石
上
敏
﹁
解
題　

森
島
中
良
に
つ
い
て
﹂︵﹃
森
島
中
良
集
﹄、
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
︶
に
見
え
る
。 

19　

片
桐
一
男
著
﹃
蘭
学
、
そ
の
江
戸
と
北
陸　

大
槻
玄
沢
と
長
崎
浩
斎
﹄︵
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
︶
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